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別添資料２ 大学院総合科学教育部の教育改善に関する要望・意見 

 

 

  

別添資料２　大学院総合科学教育部の教育改善に関する要望・意見平成25年１０月まとめ

（外部評価委員による評価抜粋）

（学生からの意見・要望）

大学院の教育体制に関するアンケート抜粋

大学院総合科学教育部修了生アンケート抜粋

教育部長と大学院修了予定者との懇談会抜粋

・専門の授業が少ない。・専門科目の割合が少ない。(H25.3.7)

・自分の研究テーマに沿っているものが出来れば良いのでは(H25.3.7)

・専門に関する授業がもっとあっても良かったのではないか。(H25.3.7)

・地学の授業が少ない。(H25.3.7)

・他分野の学生が加わると浅くなる。(H24.3.8)

・他分野の授業は学部の共通教育の延長のように感じた。(H25.3.7)

・他分野の学生と一緒になると，考慮した授業内容になりレベルが下がる。(H25.3.7)

・専門外の授業は困った。(H25.3.7)

・化学の授業が欲しい。(H24.3.8)

・授業と研究がリンクしていないように思う。(H25.3.7)

・専門科目についての授業が少ないかな・・・。（H25.3.23)

・専門分野に関係ないものが多く、また大学1年でとる一般教養のようなもで物足りない。（H23.11）

・地域科学専攻基盤 ・地域科学専攻基盤 (文系 )専門が少ない。  (特に英語系)（H23.11）

・もっとこちら（専門選択科目）を増やすべきだ（H23.11）

・もう少し専門的な分野の科目を増やしてほしい。（H24.11）

・（理系学生）文系の科目が多かった。（H25.3.23)

・運動生理学，神経生理学などの生理学系の講義をもう少し開いてほしい。（H24.3.23)

・数学、情報の講義が少ない。（H25.3.23)

・専門外の科目が難しかったです。（H25.3.23)

・全て（ほとんど？）が必修のため、もう少し選択させてほしい。（H25.3.23)

・もつ少し理系の科目を増やしてほしい。（H25.3.23)

・経済学に関する数学、情報の授業を開設してほしい。（H25.3.23)

　この教員組織に関する考え方に多少の懸念を禁じえない。それは、「地域科学」に、地域の産業・経済に焦点を絞
る社会科学的性格が強く感じられ、歴史・文学・芸術などを担当する教員が大学院担当から外されている点である。
(1) 「重点研究」とそれを達成するための研究テーマは、各研究分野の参加を念頭におき、周到な計画にもとづいて

設定されているが、「地域文化の創造」という考え方には「地域文化」の価値の再発見という歴史的視点が弱いよう
に感じられる。地域の文化は地域のアイデンティティと誇りを強化するはたらきがある。こうした歴史的視点への軽
視が上記で述べた大学院教育非担当教員の問題と関係があるように思われる。（H25.3）

・（理系学生）共通科目に文系の授業が多すぎる気がします。（H24.11）

・自分の専門分野の選択科目が少なすぎる。（H23.11）

・歴史の学習に関する共通科目が欲しい。（H24.11）

・（理系学生）総合科学教育部として幅広く学びたいが、理系的な科目が共通科目に少ない気がする。文系内容が多
すぎる。理系もいかせる授業にしてほしい。（H24.11）

・（理系学生）人文・社会学が多い。いわゆる理系的なものが存在しないのはおかしい。（H24.11）

・（理系学生）文系の授業が多すぎる。心理学とか政策論は特に必要性を感じなかった。（H24.11）

・共通科目はいろんな分野の学生に対する科目なのでもっと理解しやすい幅広い内容が含まれている科目がほしい。
（H24.11）
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別添資料３ 徳島大学大学院総合科学のオリエンテーション資料（『履修の手引』掲載） 

 

平成 27 年度 大学院総合科学教育部『履修の手引き』p.11 
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別添資料４ 第５回大学院生学生生活実態調査報告書（平成 26 年 10 月調査） 

 

 

徳島大学大学院博士前期課程の勉学で目指すもの 

第５回大学院生学生生活実態調査報告書（平成 26 年 10 月調査），p.79 

総合科学教育部博士前期課程の回答者数 21／対象者数 91（回答率 23.1％） 

 

 

 

徳島大学大学院博士前期課程における授業の内容・進め方に関する満足度 

第５回大学院生学生生活実態調査報告書（平成 26 年 10 月調査），p.80 

総合科学教育部博士前期課程の回答者数 21／対象者数 91（回答率 23.1％） 
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大学院総合科学教育部博士前期課程学生の研究指導時間 

第５回大学院生学生生活実態調査報告書（平成 26 年 10 月調査），p.82 

総合科学教育部博士前期課程の回答者数 21／対象者数 91（回答率 23.1％） 

 

 

大学院総合科学教育部博士前期課程学生の学習への取組 

第５回大学院生学生生活実態調査報告書（平成 26 年 10 月調査），p.99 

総合科学教育部博士前期課程の回答者数 21／対象者数 91（回答率 23.1％） 
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別添資料５ 徳島大学総合科学部モラエス研究会 HP 

http://d.hatena.ne.jp/iasmoraes/ 
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別添 １ 

アドミッションポリシー 

医学科 

生涯にわたり医療、教育、研究、保健・福祉活動を通して社会に貢献する、次のような人を求

めています。 

1.病める人の気持ちが理解できる温かい心をもつ臨床医をめざす人 

2.医学研究並びに教育の発展に貢献する医学者をめざす人 

3.医療行政、福祉の領域で国民の健康の維持・増進に尽くす人 

 

医科栄養学科 

『食律生命』の理念のもとに，医学と連携した医科栄養学を通して，高度化する医療と人々の

食生活の改善・健康の維持増進に資することができる，次のような人を求めています。 

1.疾患の病態および治療を理解し，医学に立脚した管理栄養士をめざす人 

2.栄養施策を企画し，国内外において社会に貢献することをめざす人 

3.栄養学分野の研究・教育機関で活躍することをめざす人 

 本学科は栄養学の分野（研究者，管理栄養士，教育者など）において指導者として貢献でき

る人材の育成を目的としており，全人的教育を行っています。そのため，高校教育全科におけ

る基礎的な知識・技能を身につけるだけでなく，幅広い教養と道徳性を身につけておくことが

必要です。 

  特に以下のものについて修得しておくことを希望します。 

1.英語 －医学・栄養学の専門的な論文を将来読み理解できるための読解力と，表現力，コミュ

ニケーション能力 

2.数学 －数学の基本的な概念や原理・法則の理解，計算力と論理的な思考法 

3.理科 －自然科学を理解する基礎学力と科学的な自然観・探求心 

4.その他 － 食生活や医療に対する関心を持ち，理論的に科学を思考する能力と姿勢 

 

保健学科 

看護学専攻 

国際化，高度化する医療の発展を支える看護学の知識・技術を修得するために必要な基礎学

力を備えるとともに，健康の維持・増進，生存の質を高めるにふさわしい潜在的資質を有する

人を求めています。  

  従って，本専攻に入学するまでに次のものを身につけておくことを希望します。 

1.国語－文章を正しく理解する能力と自分の考えを適切に表現するための作文能力 

2.地歴・公民－基礎学力を有し，社会と人の生活を関連づけて考える姿勢と能力 

3.数学－基本的な知識と計算力及び論理的に思考する能力 

4.理科－自然科学を理解する基礎学力と科学的に思考する能力 

5.外国語－基礎的な読解力・作文力・コミュニケーション能力 
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放射線技術科学専攻 

先進的な放射線科学及び医学の知識を修得するために必要な理数系の基礎学力に優れ，診療

放射線技師資格取得をめざす明確な目的意識をもち，さらに医療人としての豊かな人間性とチ

ームワーク精神を自ら高め，放射線技術科学を通じ医療の発展に寄与できる資質を有する人を

求めています。 

  従って，本専攻に入学するまでに次のものを身につけておくことを希望します。 

1.国語・外国語－基礎的な読解力・作文力・コミュニケーション能力 

2.地歴･公民－将来，地域や国際社会で医療人として，また良識をもった人間として活躍するた

めに必要な知識や素養 

3.数学－「数学Ⅰ」，「数学Ⅱ」，「数学Ⅲ」，「数学 A」，「数学 B」における内容の理解，計算力

及び論理的に思考する能力 

4.理科－「物理基礎」，「物理」における内容の理解，自然科学を理解する基礎学力と科学的に

思考する能力  

 

 検査技術科学専攻 

医学並びに医療に対する関心が高く，豊かな人間性をもち，医療人として臨床検査技術を身

につけ，応用できる能力を育成するために必要な学力を有する人を求めています。 

  従って，本専攻に入学までに次のものを身につけておくことを希望します。 

1.国語・外国語－地域社会や国際的分野において活躍できるための基礎的なコミュニケーショ

ン能力・読解力 

2.地歴・公民－将来，良識ある社会人として地域で活躍するために必要な基本的な知識と素養 

3.数学－「数学Ⅰ」,「数学Ⅱ」，「数学Ⅲ」，「数学 A」，「数学 B」における内容の理解，基本的

な概念や原理・法則を理解する能力と数学的な思考力 

4.理科－「物理」，「化学」及び「生物」の幅広い知識と科学的な探求心 

 

 

カリキュラムポリシー 

医学科 

医学科では，基本的な臨床能力及び基礎的な医学研究能力を備え，生涯にわたり医療，教育，

保健・福祉活動を通じて社会に貢献し，医学の発展に寄与することができる人材を養成するこ

とをめざし，以下のようなカリキュラムを編成している。 

1.全学共通教育は他学科，他学部の学生と一緒に実施し，語学，自然科学や社会科学の幅広い

教養及び持続可能な社会づくりの担い手たる資質としての進取の気風を身につけさせる。 

2.専門医学教育では医師，医学研究者を目指す上で必要な生命科学，医学英語，基礎医学，社

会医学及び臨床医学の基盤知識の教育を行う。臓器疾患別教育では PBL チュートリアル教育

による自己決定型学習方法を用いて，自己開発・自己評価の習慣と科学的根拠に基づいた問題

解決能力の修得をはかる。 
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3.医学研究への関心を持たせるために，基礎医学・臨床医学分野及び学内各研究センターでの

自主的な医学研究実習を行わせ，外国での研究経験を積ませる。また，希望する学生は MD-PhD

コースに進学させる。 

4.クリニカルクラークシップを含めた臨床実習において，診療現場を体験させるとともに，医

療チームの一員として学習することで，医学知識，思考能力，診療技能，コミュニケーション

能力，倫理観，医療プロフェッショナリズムなどを含めた，医師として必要な基本的な知識，

技能，態度の育成をはかる。また，学外医療機関での実習により，地域社会と医療との関わり

についても学習させる。 

5.医療系の他学科，他学部学生との職種間連携教育を通して，他職種に対する理解を深め，チ

ーム医療遂行に必要な能力の育成をはかる。  

 

医科栄養学科 

医科栄養学科では栄養学を基盤として食は生命の基盤であることを社会に情報発信すると

ともに，医療現場における栄養管理学を発展させ臨床栄養管理を指導できる人材を養成するこ

とをめざし，以下のようなカリキュラムを編成している。 

1.全学共通教育を通じて，広範で多様な基礎的知識と文化や自然科学等の幅広い教養を修得さ

せるとともに，持続可能な社会づくりの担い手たる資質としての進取の気風を身につけさせる。 

2.基礎専門科目において，生化学，生理学，基礎医学，臨床医学などを基盤に，人間栄養の基

礎知識を修得させる。 

3.専門科目において，管理栄養士養成コアカリキュラムの教育内容を網羅し，医学教育を基盤

とし臨床栄養学をより充実させることで，高度な専門的基礎知識を備え，医師や他の医療専門

職と協働して，リーダーシップを発揮できる管理栄養士を育成する。 

4.実習や演習を問題解決型授業ととらえ，実践能力を開発するとともに社会から求められる知

識や知恵を修得させる。 

5.卒業研究において，実践的な技術や能力を習得させるとともに，研究の意義や楽しさを理解

させ，問題を解決する手法を修得させることで，指導者となる管理栄養士及び教育者・研究者

をめざす人材を育成する。 

 

保健学科 

保健学科では，幅広い教養と豊かな人間力を基盤として，保健学の高度な専門性と実践的な

臨床能力を兼ね備えた人材を養成することをめざし，以下のようなカリキュラムを編成してい

る。 

1.「教養教育」を通じて，人間・文化・社会・自然に係る幅広い教養と豊かな人間性，高い倫

理観を修得させるとともに，持続可能な社会づくりの担い手たる資質としての進取の気風を身

につけさせる。 

2.「全学共通教育科目」及び「学科共通科目」の講義と様々な体験を通し，社会性及び人間関

係の形成を理解させ，医療人として必要な人間力とコミュニケーション能力を修得させる。 

3.「学科共通科目」及び「専門科目」を通じて，専門知識と技術を系統的，段階的に修得させ
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る。知識・理解を深めるための基礎科目，汎用的技能や態度・志向性を高めるための演習・実

習，統合的な学習経験と創造的思考力を育むための実習を通し，保健学の複合的な視点から高

度な専門分野を理解させる。 

4.客観的臨床能力評価に基づいて基本的臨床技能を修得させ，「臨地・臨床実習」を通じて，実

践的な臨床能力及び多様な問題解決能力を身につけさせる。  

5.「学科共通科目」及び「専門科目」の主体的な選択に基づく学習を通じて専門性を深化させ，

「研究」により自主的・創造的な学究の姿勢と専門分野における主体性・指導性を修得させる。 

 

  

ディプロマポリシー 

医学科 

 次の能力を有すると認められた者に学士の学位を授与する。 

1.知識・理解 

基礎医学，社会医学及び臨床医学の幅広い知識を修得し，高い教養と倫理観を身につけている。 

2.汎用的技能 

生命科学の基本的研究手技，診断及び治療の基本的技能を理解し修得している。 

3.態度・志向性 

専門職業人としての強い責任感，指導力，意思疎通能力を磨き，探求心・研究心を養い，高度

先進医療にも地域医療にも対応することができる。 

4.統合的な学習経験と創造的思考力 

幅広い知識を背景に，常に医療の最新情報を収集・実践できる能力を高めている。 

 

医科栄養学科 

次の能力を有すると認められた者に学士の学位を授与する。 

1.知識・理解 

医療現場や地域社会において，医学を基盤として食を通じた疾患予防及び健康増進に必要な基

礎・専門分野の知識を修得している。 

2.汎用的技能 

(1)病態の分子基盤を理解し，科学的根拠に基づく適切かつ高度な栄養管理・栄養療法を行うこ

とができる。  

(2)食の専門家として，他の職種の人々と円滑な連携を取りながらチーム医療及び地域医療に携

わることができる。 

3.態度・志向性 

(1)患者及び地域住民の栄養管理・栄養改善に寄与するために，責任を持った行動をとることが

できる。  

(2)進歩する臨床医学に対応できる医科栄養学の専門職業人として，生涯学び続ける意志を持つ

ことができる。 

4.統合的な学習経験と創造的思考力 

徳島大学医学部
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別添１ 

修得した基礎から臨床分野までの専門的知識を基盤とし，医療や社会のニーズに対応した最新

の栄養管理及び栄養改善を行う能力を有する。 

 

保健学科 

 次の能力を有すると認められた者に学士の学位を授与する。 

1.知識・理解 

(1)幅広い教養と専門分野に関する学問知識を修得している。  

(2)人間性・科学性及び国際性を身につけ，医療の担い手としての基本的能力を有する。 

 

2.汎用的技能 

患者・家族等及び医療チームのスタッフと円滑なコミュニケーションをとり，客観的評価に基

づいた臨床能力を持って医療人としての役割を果たすことができる。 

3.態度・志向性 

各専門分野で指導的立場に立ち，高度化・専門化する医療を支え，保健学の発展に寄与するこ

とができる。 

4.統合的な学習経験と創造的思考力 

基礎理論から高度な臨床応用へ至る系統的かつ実践的な学習経験を基盤として，保健，医療，

福祉分野の多様化するニーズに対応し，最新の技術や医療情報に基づいて自らの能力・専門性

を高めることができる。 
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分野別講義 共通講義 内科診断学実習 基本的診療技能実習 臨床解剖実習 漢方講義 医学英語 

臨床実習入門 

基礎生物学 

基礎物理学 

基礎化学 

基礎数学 

基礎生物学実験 

ｳェﾙﾈｽ総合演習 基礎物理学実験 

英語 

ﾄﾞｲﾂ語 
ﾌﾗﾝｽ語 
中国語 

歴史と文化 

共創型学習 
ﾋｭｰﾏﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

生活と社会 

大学入門講座 

放射線概論 生命・健康・病気(2) 医と法 

医学心理学 

実験動物学 

解剖学Ⅰ 解剖学Ⅱ 
寄生虫学・免疫学 細菌学 ウイルス学 

生理学Ⅰ 生理学Ⅱ 生化学 

病理学Ⅱ 病理学Ⅰ 薬理学 

予防医学 公衆衛生学 法医学 

①倫理 
   態度・行動 

②人体構造・機能・病態 

③予防・診断・治療 

④プレゼンテーション力 
  コミュニケーション技能 

⑤基本的診療技能 ⑥公衆衛生 
  保健システム 
  コミュニティヘルス 

⑦情報マネージメント 

⑧課題発見・問題解決力 

⑨批判的・研究的思考 

⑩国際化対応 
⑪省察力・改善力 

共用試験CBT 

共用試験OSCE 

臨床医学入門 

徳島大学医学部医学科カリキュラムマップ ver.2014_1212 

1年次 

2年次 

3年次 

4年次 

5-6年次 

医学英語 

基礎医学(1) 

基礎医学(2) 

社会医学 

医学入門 

医学入門 

医学入門 

全学共通教育 

基礎科目群 

教養科目群 大学入門科目群 

社会性形成科目群 

基盤形成科目群 

医学入門 

医療情報学、
臨床検査医学、 
放射線科学の
各入門を含む 

基礎化学実験 

自然と技術 

情報科学 

医学英語 

臨床医学入門 医学研究実習 

臨床実習 

PBLチュートリアル 臓器疾患別講義 

研究室配属 

必修 
   ・内分泌・代謝・血液内科学、循環器内科学、消化器内科学、呼吸器・膠原病内科学     ・整形外科学、腎臓内科学、産科婦人科学、小児医学  
   ・眼科学、救急集中治療医学、精神医学、耳鼻咽喉科学 ・消化器      ・小児外科学、胸部内分泌外科学、心臓血管外科学、泌尿器科学   
   ・皮膚科学、形成外科学、脳神経外科学、神経内科学、臨床病理    ・放射線科学、麻酔・疼痛治療医学、地域医療学 

 選択Ⅰ   選択Ⅱ   選択Ⅲ   法医学・医事法制 

系統別病態診断 

11コース 
循環器、血液、内分泌・代謝、消化器、呼吸器、 
アレルギー・自己免疫、腎・尿路・男性生殖器、 

神経・精神・行動、運動器、 
周産期・小児・女性生殖器、皮膚・感覚器 

人間と生命 
生命・健康・病気(1)含む 

徳島大学医学部
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習

先
端
医
療
と
放
射
線

磁
気
共
鳴
学

教
育
指
導
論

精
神
保
健

専
門
外
国
語

社
会
福
祉
概
論

医
療
経
済
論

救
急
医
療
論

国
際
医
療
活
動
論

医
用
画
像
機
器
工
学
実
習

医
用
シ
ス
テ
ム
工
学

放
射
線
治
療
機
器
工
学

核
医
学
検
査
機
器
工
学

医
用
画
像
情
報
学
I

医
用
画
像
情
報
学
II

薬
理
学

免
疫
学
I

栄
養
学

衛
生
学

保
健
学
概
論

保
健
科
学

放
射
線
機
器
工
学
II

医
用
画
像
機
器
工
学

電
子
計
算
機
工
学
演
習

医
療
情
報
処
理
学
演
習

医
用
電
気
電
子
回
路
実
習

医
用
電
気
電
子
回
路
II

医
用
電
気
電
子
回
路
I

電
気
電
子
工
学
基
礎
論
実
習

電
気
電
子
工
学
基
礎
論
・
演
習

核
医
学
計
測
学

核
医
学
計
測
学
実
習

放
射
線
計
測
学

放
射
線
計
測
学
実
習放
射
化
学
II

放
射
化
学
実
習

放
射
化
学
I

基
礎
医
科
学
実
習

放
射
線
治
療
技
術
学
実
習

放
射
線
治
療
技
術
学

放
射
線
腫
瘍
学

核
医
学
技
術
学
実
習

核
医
学
技
術
学

解
剖
生
理
学
IV

解
剖
生
理
学
III

解
剖
生
理
学
II

解
剖
生
理
学
I

画
像
基
礎
論
II

画
像
基
礎
論
II実
習

画
像
基
礎
論
I

画
像
基
礎
論
I実
習

保
健
物
理
学

生
化
学
I

放
射
線
生
物
学

放
射
線
衛
生
学

核
医
学
技
術
学
臨
床
実
習

応
用

専
門
基
礎

卒
業
研
究

放
射
線
治
療
技
術
学
臨
床
実
習

病
理
学
I

画
像
病
態
学

診
療
画
像
学
I

診
療
画
像
学
II

診
療
画
像
学
I実
習

医
学
部
・
保
健
学
科

放
射
線
技
術
科
学
専
攻

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

4年 3年 2年 1年

必
修

選
択

画
像
解
剖
学
II

画
像
解
剖
学
I

応
用
数
学
II

応
用
数
学
I

放
射
線
物
理
学
II

放
射
線
物
理
学
I

情
報
処
理
・
統
計
学
演
習

情
報
処
理
・
統
計
学

徳島大学医学部
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卒
業
研
究

 

 
 
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

 
 

 
 
（
保

健
学

科
検

査
技

術
科

学
専

攻
）
 

3年
次

/3
年

次
 

 
4年

次
/4
年

次
 

 
 

1年
次

 
 

2年
次

/2
年
次

 
 

 
全
学
共
通
教
育
科
目

 
（
太

字
は

必
修

科
目

、
細

字
は

選
択
科
目
） 

健
康
食
品
法
規

 
健
康
食
品
学

 

医
療
法

規
 

人
間
と
生
命

 

歴
史
と
文
化

 
生
活
と
社
会

 
自
然
と
技
術

 

栄
養
学

 

保
健
学

概
論

 

チ
ー
ム
医
療
論

 
精
神
保
健

 
・
電
子
計
算
機
概
論
実
験

 

介
護
実
習

 
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン

 
人
間
関
係
論

 
２
．
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ

 
 

 
 
ケ
ー
シ
ョ
ン

 

医
療
経
済
論

 

社
会
福
祉
概
論

 
衛

生
学

 
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

 
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

 
保

健
学

 
４
．
多

様
な
ニ
ー
ズ

 
 

 
 

 
の

把
握

 

電
子
計
算
機
概
論

 

独
・
仏
・
中

 
英
語

 
国
際
医
療
活
動
論

 
専

門
外
国
語

 
３
．
国

際
性
を
も
つ

 
情
報
科
学

 

１
．
幅

広
い
教
養

 

免
疫

検
査

 
学

実
習

 

学
内
実
習

 

臨
床

検
査

 
総

論
実
習

 
病

理
検
査

 
学

実
習

 
臨

床
化
学

 
実

習
 

臨
床

血
液

 
学

実
習

 
生

理
検
査

 
学

実
習

 
輸

血
検
査

 
学

実
習

 
微

生
物

 
学

実
習

 

臨
地
実
習

 

臨
床
技
能
実
習

 

免
疫

検
査

 
学

実
習

 
臨

床
検

査
 

総
論
実

習
 

病
理
検
査

 
学

実
習

 
臨

床
化
学

 
実

習
 

臨
床

血
液

 
学

実
習

 
生

理
検
査

 
学

実
習

 
輸

血
検
査

 
学

実
習

 
微

生
物

 
学

実
習

 
１
０
．
臨
床
技
能

 
 

 
 

 
の

確
立

 

１
１
．
最
新
の
知
識

 

９
．
問

題
解
決
能
力

 

基
礎
化

学
 

基
礎
生
物
学

 

情
報
処
理
統
計
学

 

免
疫
学

Ⅰ
・
Ⅱ

 
病

理
学

Ⅰ
 

解
剖
学
実
習

 
保

健
環
境
学
実
習

 
環

境
衛
生

学
 

遺
伝
子
検
査
学

Ⅰ
 

分
子
遺
伝
学

 

分
析
化
学

 

医
用
工
学
概
論

 

生
化
学

Ⅰ
・
Ⅱ

 

微
生
物
学

Ⅰ
 
微

生
物
学

Ⅱ
 

情
報
処
理
統
計
学
演
習

 

遺
伝
子
検
査
学

Ⅱ
 

放
射
線
衛
生
学

 

救
急
医
療
論

 
臨

床
検
査
総
論
Ⅱ

 

放
射
性
同
位
元
素
検
査
技
術
学

 

臨
床
検
査
総
論
実
習

 
臨

床
検
査
総
論

Ⅰ
 

検
査
機
器
総
論

 

医
用
工
学
実
習

 

薬
理
学

 

遺
伝
学

 

医
動

物
学

 

医
動
物

学
実
習

 

放
射
性
同
位
元
素
検
査
技
術
学
実
習

 
生

理
学
実
習

 
病

理
学
実
習

 
生

化
学
実
習

 

臨
床
検
査

 
学
入
門

 

解
剖
生
理
学

 
Ⅰ

～
Ⅳ

 

検
査
管
理
総
論

 

生
理
検
査
学
Ⅰ
・
Ⅱ

 
画

像
検
査
学
実
習

 
臨

床
画
像
検
査
学

 
画

像
検
査

学
 

臨
床
血
液
学
Ⅰ
・
Ⅱ

 

臨
床
微
生
物
学

Ⅰ
 

臨
床
化
学

Ⅰ
 

臨
床

化
学
Ⅱ

 
病

理
検
査
学

 

免
疫

検
査
学

 
輸

血
検
査
学

 
臨

床
微
生
物
学
Ⅱ

 

病
態
栄
養

と
臨
床

検
査

 

臨
床
医
学
総
論

 

病
理
学

Ⅱ
 

臨
床
病
理
学
総
論

 

＜
学
習
目
標

1
～

1
2
＞

 

基
礎

 
知
識

 

専
門

 
知

識
 

医
療
人

 
と
し
て
の

 

教
養

 

臨
床

 
技
能

 

教
育
指
導
論

 

１
２
．
専
門
性
を
高
め
る

 

８
．
診

断
に
お
け
る

 
 

 
臨

床
検
査
の

 
 

 
重

要
性

 

 
 

６
．
安

全
で
正
確
な

 
 

 
 
検

査
手

技
 

５
．
検

査
の

 
 

 
基

礎
知
識

 

７
．
検

査
結
果
の

 
 

 
正

確
な
解
釈

 

12
 

9 10
 

11
 

8 7 

6 

5 

4 3 

2 

1 
共
創
型
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中
四

10
大

学
学

生
eラ

ー
ニ
ン
グ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

学
生

A 
: ス

ラ
イ
ド
や

講
師

の
声

が
は
っ
き
り
聞

こ
え
る
。

学
生

B 
: 教

室
で
生

の
授

業
を
受

け
て
い
る
の

と
、
全
く
遜
色
な
い
。

学
生

C 
: が

ん
診
療

に
お
け
る
地

域
の

幅
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

学
生

D 
: 操

作
そ
の

も
の

は
む
ず
か

し
く
な
い
、
い
い
と
思
う
。

学
生

E 
: 使

い
や
す
い
。
授

業
の

調
整
を
気

に
せ

ず
、
空
い
た
時
間
で
講
義
を
聴
け
る
の
が
あ
り
が
た
い
。

学
生

F 
: 時

間
を
気

に
せ

ず
に
勉

強
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

学
生

G 
: 他

県
の

先
生

方
の

授
業

を
気

軽
に
聴

講
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
貴
重
な
機
会
に
感
じ
る
。

学
生

H 
: 特

に
不
自

由
な
く
使

用
で
き
る
。

学
生

I 
: 事

前
に
十

分
に
練

ら
れ

た
授

業
内

容
・
ス
ラ
イ
ド
が
提
供
さ
れ
、
充
実
し
た
授
業
内
で
あ
る
。

学
生

Ｊ
: ど

こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が

あ
れ

ば
講
義
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
便
利
だ
と
思
う
。

あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後

も
コ
ン
テ
ン
ツ
の

充
実

に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

引
き
続

き
、

eラ
ー
ニ
ン
グ
を
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

★
中
四
が

ん
プ
ロ

eラ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生

事
務

局
1

5-1
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別添資料１



中
四

10
大

学
学

生
eラ

ー
ニ
ン
グ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

G
oo

gl
e

Ch
ro

m
e（
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
）
で
は
開
け
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
、

改
善
し
て
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

G
oo

gl
e 

Ch
ro

m
e 
で

W
M

V形
式
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
視
聴
す
る
に
は
、

W
in

do
w

s M
ed

ia
 P

la
ye

r プ
ラ
グ
イ
ン
が
必
要
で
す
。

下
記
の
ア
ド
レ
ス
よ
り
、
プ
ラ
グ
イ
ン
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
外
部
サ
イ
ト
）

ht
tp

s:
//

su
pp

or
t.g

oo
gl

e.
co

m
/c

hr
om

e/
an

sw
er

/9
56

97
?h

l=
ja

①
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
用
い
て
受
講
で
き
る
の
で
使
い
や
す
い
が
、
時
に
映
像
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
の
が
残
念
。

②
自
宅
や
大
学
の
個
人
の
パ
ソ
コ
ン
で
の
ネ
ッ
ト
環
境
（

U
Q

W
iM

AX
や

医
局

内
サ

ー
バ

ー
か

ら
の

個
別

受
信

)で
は
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て
う
ま
く
視
聴
で
き
な
い
。

③
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
が
ス
ム
ー
ズ
で
な
い
の
で
改
善
し
て
ほ
し
い
。

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

W
eb

上
の
配
信
に
は
配
慮
し
て
お
り
ま
す
が
、
高
画
質
で
の
収
録
や

編
集
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

学
生

B

学
生

A

★
皆

様
か

ら
の

ご
意

見
に
つ
い
て
回
答
い
た
し
ま
す
。

事
務

局

事
務

局
2

5-2
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聞
き
取
れ
る
レ
ベ
ル
の
速
さ
で
早
送
り
（

1.
2倍

速
な
ど
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
あ
り
が
た
い
。

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
機
能
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
現
状
で
は
厳
し
い
で
す
。

受
講
し
な
が
ら
書
き
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
、

pd
fで

資
料

を
配
布
し
て
欲
し
い
。

W
EB

上
で
は
、

pd
f資

料
の
配
布
を
一
部
行
っ
て
お
り
ま
す
。

pd
f資

料
の
配
布
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

講
義
時
間
や
講
師
名
を
一
覧
の
中
で
示
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
学
習
時
間
の
余
裕
の
有
無
や

興
味
に
応
じ
て
、
ど
の
講
義
か
ら
選
択
し
て
受
講
す
る
か

を
決
め
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
四

10
大

学
学

生
eラ

ー
ニ
ン
グ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

★
皆

様
か

ら
の

ご
意

見
に
つ
い
て
回
答
い
た
し
ま
す
。

学
生

C

学
生

D

学
生

E

事
務

局

事
務

局

事
務

局
3

5-3
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中
四

10
大

学
学

生
eラ

ー
ニ
ン
グ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

★
皆

様
か

ら
の

ご
意

見
に
つ
い
て
回
答
い
た
し
ま
す
。

看
護
面
を
も
う
少

し
充
実
し
て
ほ
し
い
。

日
本
看
護
協
会
の
方
針
で

eラ
ー
ニ
ン
グ
の
受
講
で
は
単
位
認
定
に
な
ら
な
い
こ
と
か
ら

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
は
厳
し
い
の
が
現
状
で
す
。
ク
ラ
ウ
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

CD
-R

O
M
の
貸
し
出
し
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
。

CD
-R

O
M
の
画
像
ソ
フ
ト
も
、

で
き
れ
ば

M
ac
対
応
の
メ
デ
ィ
ア
ソ
フ
ト
も
可
能
で
あ
れ
ば

お
願
い
し
た
い
。

所
属

大
学

の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
は

、
所

属
す
る
が
ん
プ
ロ
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

他
大

学
の

コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る

CD
-R

O
M
の

貸
し
出

し
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

W
EB

上
で
繰

り
返

し
ご
視

聴
く
だ
さ
い
。

愛
媛

大
学

(0
8
9
)9

6
0
-
5
8
6
8

岡
山

大
学

(0
8
6
)2

3
5
-
7
0
2
3

香
川

大
学

(0
8
7
)8

9
1
-
2
0
7
5

川
崎

医
科

大
学

(0
8
6
)4

6
4
-
1
0
1
2
（
内

線
：
3
1
1
2
4
）
p
gk

ym
@

m
e
d
.k

aw
as

ak
i-

m
.a

c
.jp

高
知

大
学

(0
8
8
)8

8
0
-
2
7
9
9

山
口

大
学

(0
8
3
6
)2

2
-
2
0
5
5

学
生
Ｆ

学
生
Ｇ

事
務

局

事
務

局

5-4
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中
四

10
大

学
学

生
eラ

ー
ニ
ン
グ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

★
皆

様
か

ら
の

ご
意

見
に
つ
い
て
回
答
い
た
し
ま
す
。

可
能
な
ら

eラ
ー
ニ
ン
グ
の
選
択
画
面
で
各
疾
患
や
テ
ー
マ
だ
け
で
な
く
、

講
師
の
先
生
の
名
前
が
表
示
さ
れ
て
い
る
と
選
択
し
や
す
い
。

ロ
グ
イ
ン
後
、
左
側
の
が
ん
プ
ロ
科
目
を
選
択
す
る
と
各
大
学
の
講
義
一
覧
画
面
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
講
義
名
を
マ
ウ
ス
で
指
し
示
す
と
講
師
名
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

ど
の
講
座
が
、
ど
の

シ
ラ
バ
ス
の
項
目
に
相
応
し
て
い
る
の
か
が
分
か
り
に
く
い
。

ど
の
動
画
を
見
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
べ
き
か
も
う
少
し
わ
か
り
や
す
い
と
助
か
り
ま
す
。

講
義
名
が
大
学
に
よ
り
異
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
が
ん
プ
ロ
科
目
名
で
ご
確
認
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
所
属
大
学
の
が
ん
プ
ロ
事
務

局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

学
生

I

学
生

H

事
務

局

事
務

局

5
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中
四

10
大

学
学

生
eラ

ー
ニ
ン
グ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

★
皆

様
か

ら
の

ご
意

見
に
つ
い
て
回
答
い
た
し
ま
す
。

①
講
義
の
抜
け
が
も
う
少
し
埋
ま
る
と
い
い
。

②
視
聴
で
き
る
講
義
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。
内
容
は
勉
強
に
な
る
が
、
重
複
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

看
護
面
に
お
い
て
は
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

①
特
に
問
題
な
く
使
用
で
き
て
い
る
が
、
画
像
が
見
に
く
い
も
の
が
あ
る
。
画
像
・
音
声
が
悪
い
。

②
ポ
イ
ン
タ
ー
等
で
指
し
て
い
る
個
所
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

③
少
な
く
と
も
年

1回
は
講
義
を

up
da

te
し
て
欲
し
い
。

①
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
収

録
や
編

集
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
解

決
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
収
録
す
る
際

に
指

し
て
い
る
箇

所
が
わ

か
る
よ
う
に
指
導

し
、
で
き
る
だ
け
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

③
更
新
頻

度
は

大
学

に
よ
り
異

な
り
ま
す
が
、
更
新

に
つ
き
ま
し
て
は
で
き
る
だ
け
務

め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
生

F

学
生

E

事
務

局

事
務

局 6
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学部案内 大学院案内 教育・研究 学生生活

徳島大学薬学英語研修プログラム

フィリップ・ホーク先生講演会・特別講義

フィリップ・ホーク先生を招聘し、講演会および特別講義を開催しました。講義の様子をご紹介します。

 

 平成27年9月3日（木）

大学院生を対象とした講演会では、２日間を通して英語プレゼンテーションをテーマに、プレゼンテーションの技術や質疑

応答でのコミュニケーション法を総合的に改善していくための重要なポイントなどについて、実例を交えて解説して頂きまし

た。

 

  

 

 平成27年9月4日（金）

学部１・２年生を対象とした特別講義では、薬学生に必要な薬学英語について講義して頂きました。

 

  

 

 

フィリップ・ホーク先生特別セミナー

フィリップ・ホーク先生を招聘し、特別セミナーを開催しました。本セミナーは英語での口頭発表を効果的に行うための

実践的な学習を目的とし、研究室単位での学習を行いました。セミナーの様子をご紹介します。

 

 平成27年2月16日（月）

数名が実際に発表・質疑応答のデモンストレーションを行い、表現方法や発音、スライドの記載方法など、それぞれの改善

学部案内

薬学部概要

施設案内

学部案内

薬学部案内

講座・研究室

医薬品病態生化学

医薬品情報学

医薬品機能生化学

生薬学

機能分子合成薬学

薬剤学

薬物治療学

神経病態解析学

衛生薬学

有機合成薬学

生物有機化学

創薬生命工学

臨床薬学実務教育室

薬用植物園

生物薬品化学

臨床薬剤学

臨床病態学

分子情報薬理学

分子創薬化学

薬品製造化学

創薬理論化学

製剤設計薬学

薬品分析学

附属施設

自己点検・評価

薬学部だより

薬学共用試験

長井長義先生

徳島大学薬学部・大学院 > 学部案内 > 講座・研究室 > 生物有機化学 > 多機能性人工エキソソーム（iTEX)医薬品化実践を通じた操薬人育

成事業 > 徳島大学薬学英語研修プログラム

徳島大学薬科学教育部
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点や効果的な発表方法について適切な助言と指導を得ることができました。

  

 

  平成27年2月17日（火）

研究室単位での参加ができなかった教員からの要望があり、個人セミナーで対応し同様の学習を行いました。

最後に全体セミナーを行い、各研究室の発表デモンストレーションについての評価と総合的なアドバイスを得る機会を設け

ました。

  

  

 

 

 

テレサ・アレン先生、フィリップ・ホーク先生特別講演会

7月に続き静岡県立大学薬学部講師　フィリップ・ホーク先生と、今回ブリティッシュコロンビア大学薬学部兼任教授のテレ

サ・アレン先生を招聘し、徳島大学薬学英語研修プログラムを開催しました。講演会の様子をご紹介します。

 

平成26年10月27日（月）

アレン先生の特別講演会では、世界のDDSマーケットでますます必要とされている英語力についてお話をして頂きました。

 

 

 

平成26年10月28日（火）

学部4年生・大学院生対象講座では、 医歯薬学部生が英語を学習することの重要性を学び、英会話を中心としたコミュニ

ケーションとグループ学習を行いました。

徳島大学薬科学教育部
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平成26年10月29日（水）

大学院生対象講座では、英会話でのコミュニケーションやグループ学習を行った後、効果的な英語プレゼンテーション法を

学びました。

 

 

 

 

 

 

フィリップ・ホーク先生特別講演会

iTEX事業の一環として、カナダご出身の静岡県立大学薬学部講師　フィリップ・ホーク先生を招聘し徳島大学薬学英語研

修プログラムを開催しました。講演会の様子をご紹介します。

 

 平成26年7月17日（木）

 学部１～３年生・教員対象講座では、英会話を中心とした英語でのコミュニケーションを学習しました。

　

　

 

平成26年7月18日（金）

学部４年生・大学院生・教員対象の講演では、英語プレゼンテーションをテーマに、薬学部教員の英語プレゼンテーション

の様子をビデオ録画したものを教材として利用し、効果的なコミュニケーション法を学びました。

徳島大学薬科学教育部
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懇親会のBBQの様子です。

　

 

 

お問い合わせ

生物有機化学

ページの先頭へ戻る

｜学部案内｜大学院案内｜教育・研究｜学生生活｜入試案内｜

｜採用情報｜リンク集｜プライバシーポリシー｜Powered by Joruri
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徳島大

下記のテ

 日常

 研究

 薬剤

※月・
※月と

 

このほ

ートもおこ

相談くださ

ご連絡くだ

 

最 新 情 報
http://tok
 
担当者： 
竹内（薬物
e-mail: to
または ta
 

大学薬学

テーマ別に

常英会話

究室の英

剤師の英

・水･木はセ
と水、火と

か、英語学

こなってお

さい。サポ

ださい。 

報 と 英 会
kuyakueig

 
物動態制御
okuyakueig
akeuchi.mi

（多 機 能 性 人

（創 薬 人 育 成

学部の皆

にダイアロ

話  

英会話 

英会話 

セミナー室
木は同様

学習相談

おります。ま

ポートの詳

会 話 ス ケ
go.blogspo

御学 技術
go@gmail.
tsue@tok

人 工 エキソソー

成 のための創 薬

皆さんの

ログを用い

月 9:15

火 9:15

金 9:15

室３、火・金
様の内容で

、英文校正

また、教員

細に関す

ジ ュ ー ル
ot.jp/ 

術補佐員）
com 
ushima-u

ム（iTEX)医 薬

薬 実 践 道 場 教 育

の英語学

いて役立

5～10:0

5～10:0

5～10:0

金はセミナ
です。 

正、英語プ

員の方への

るお問い

ル （ ブ ロ グ

 内線６２

u.ac.jp 

品 化 実 践 を通

育 構 築 事 業 ）

学習支援

つ英会話

00、水 1

00、木 1

00 

ナー室５にて

プレゼン（

のサポート

合わせや

グ ） ： 

２２５ 

通 じた操 薬 人 育

援をおこ

話表現を学

13:15～

13:15～

て実施して

口頭・ポス

トもおこなっ

やご相談等

成 事 業 ） 

こなってい

学習してい

14:00 

14:00 

ています。

スター）準

っておりま

等は下記担

います

います。

 

準備のサポ

ますのでご
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ポ

ご

で
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